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躍進する大筑後市

齢

(下 川 市 長) 樹

1956年
を 迎 え

な
=

年

頭

の

鮮

銃

後

市

長

下
　
川
　
秀

筑
後
市
の
皆
さ
ん
。
あ
け
ま
し
て

お
目
出
度
う
む
ざ
い
ま
す

昭
和
三
十

一
年
の
新
春

を
迎
え
て
、
い
よ
い
よ

筑
後
市
も
生
れ
て
ニ
ケ

年
経
過
、
こ
こ
に
二
つ

の
年
を
迎
え
る
に
至
り

ま
し
た
。

過
去

一
ケ
年
、
誠
に

多
事
多
難
で
し
た
が
、

又
反
面
、
合
併
当
初
の

計
画
が
大
半
実
を
結
ん

だ
記
念
す
べ
き
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

即
ち
、
二
月
の
西
牟

田
、
十
二
月
の
下
広
川

の
合
併
で
人
口
も
四
三
、
五
〇

〇
人
と
な
り

一
応
合
併
の
線
は

安
定
し
た
わ
け
で
す
が
、
生
成

発
展
し
て
行
く
筑
後
市
の

一
班

を
示
す
も
の
と
し
て
非
常
に
嬉

し
く
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。更

に
合
併
当
初
よ
り
の
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
市
役
所
の
建
設

市
立
病
陽
の
移
転
改
築
、
筑
後

小
学
校
の
新
築
も
完
全
に
軌
道

に
乗
り
、
新
春
早
々
よ
り
次
々

に
峻
工
式
を
上
げ
得
ら
れ
る
段

階
に
至
り
、
御
同
慶
に
た
へ
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

然
し
、
多
く
の
事
業
を
な
せ

ば
な
す
ほ
ど
財
政
上
の
負
担
は

増
大
し
、
当
然
、
赤
字
の
問
題

は
、
当
市
の
切
実
な
中
心
課
題

で
あ
り
、
こ
れ
を
解
決
す
る
こ

と
こ
そ
本
年
の
根
本
問
題
で
あ

り
ま
す
。

す
で
に
昨
年
八
月
以
来
建
全

財
政
樹
立
の
基
本
方
針
を
検
討

し
、
直
ち
に
適
用
し
得
る
も
の

は
着
々
実
現
に
移
し
つ
つ
あ
り

三
十

一
年
度
こ
そ
更
生
の
第

一

年
度
と
な
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

幸
い
、
政
府
に

於
て
も
地
方
財
政

再
建
整
備
法
成
立

し
、
更
に
税
制
の

改
正
も
近
く
実
現

し
得
る
機
運
に
あ

り
、
こ
の
時
を
逸

し
て
悔
を
後
に
残

し
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

真
に
大
成
す
る

た
め
に
は
周
到
な

る
準
備
を
必
要
と

し
ま
す
。
大
い
に

伸
ぶ
た
め
に
は
、

大
い
に
属
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
止

む
を
得
な
か
つ
た

と
は
い
へ
、
合
併

早
々
目
前
の
こ
と

に
の
み
追
は
れ
て

足
が
地
に
つ
か
な

か
つ
た
憾
み
が
あ

り
ま
す
。

当
面
の
葦
要
事

業
が
大
体
片
づ
ぐ

今
年
こ
そ
、
新
市
建
設
の
意
義

に
徹
し
、
市
財
政
の
明
る
い
見

透
し
を
つ
け
る
と
同
時
に
、
日

園
都
市
と
し
て
の
文
の
特
色
発

揮
の
た
め
の
根
本
方
策
確
立
に

専
念
す
べ
き
時
と
信
ず
る
の
で

あ
り
す
。

昨
年
末
の
鎮
後
農
林
事
務
所

の
設
置
は
、
明
る
い
当
市
の
前

途
を
約
束
し
て
い
ま
す
。

伸
ぶ
る
た
め
の
大
い
な
る
力

を
蓄
へ
真
に
明
朗
に
し
て
平
和

な
筑
後
市
建
設
の
た
め
、
衛

一

層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
て
謹
ん
で
年
頭
の
辞
と
致

町
村
合
併
に
よ
り
市
制
施
行

し
て
よ
り
三
年
目
、
第
二
回
日

の
正
月
を
迎
え
、
年
頭
の
具
言

を
提
し
ま
す
。

昨
年
二
月
十
日
、
宿
願
の
西

牟
田
合
併
な
り
、
十
二
月

一
日

に
は
叉
も
下
広
川
村

一
部
合
併

と
な
り
、
人
口
四
万
三
千
の
二

町
四
ケ
村
に
亘
る
躍
進
大
筑
後

市
と
な
り
、
い
よ
い
よ
市
の
形

態
も
整
い
、
産
業
文
化
と
共
に

今
年
こ
そ
名
実
共
に
市
政
の
根

本
的
基
準
計
画
を
樹
立
し
い
そ

の
実
行
に
過
進
し
た
い
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
０

今
ま
で
行
つ
た
事
業
と
し
て

は
、
市
庁
舎
の
建
設
も
い
よ
い

よ
本
年
六
月
に
は
第

一
期
工
事

が
完
成
す
る
し
、
坑
後
小
学
校

の
建
築
も
第

一
期
が
終
り
、
四

月
か
ら
開
校
と
い
う
こ
と
に
な

つ
て
お
り
、
又
永
い
間
市
民
の

皆
様
に
不
自
由
を
か
け
た
病
院

も
い
よ
い
よ
間
近
に
竣
工
し
て

総
合
病
院
と
し
て
帰
人
科
そ
の

他
現
在
な
い
科
も
設
置
し
た
い

と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

新
聞
紙
上
御
承
知
と
思
う
が

国
鉄
鳥
栖
―
佐
賀
―
瀬
高
―
烏

栖
を
結
ぶ
三
角
地
点
の
循
繋
デ

イ
ゼ
ル
カ
ー
の
設
置
及
び
、
大

牟
田
―
烏
栖
間
の
復
線
化
も
今

年
度
に
は
完
成
さ
せ
た
い
と
念

願
し
て
お
り
ま
す
、
市
内
循
環

バ
ス
の
問
題
も
合
併
の
際
の
条

件
と
も
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で

第

一
路
線
と
第
二
陥
線
と
い
う

こ
と
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
が

第

一
路
線
に
つ
い
て
は
近
く
開

通
の
見
込
で
あ
り
ま
す
の
で
市

昭
和
三
十

一
年
の

年

頭

に
営

り

て

市
議
會
議
長

野

間

日

光

雄

し
ま
す
。

肉
の
通
行
に
対
し
て
は
、
皆
様

に
相
当
便
利
な
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

財
政
面
に
於
て
は
、
筑
後
市

は
、
近
隣
各
市
に
比
較
し
低
い

税
率
で
賦
課
し
て
お
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
市
の
繁
栄

上
非
常
に
支
障
を
来
し
て
お
る

向
も
あ
る
の
で
、
市
建
設
五
ケ

年
計
画
の
間
だ
け
で
も
、
よ
そ

並
の
税
率
に
引
上
げ
を
さ
し
て

頂
き
、
他
市
に
負
け
な
い
よ
り

一
層
、
先
が
け
の
建
設
を
な
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市

民
各
位
に
も
御
無
理
を
申
し
上

げ
、
こ
の
よ
う
な
機
会
も
来
な

い
と
は
思
う
が
、
若
し
そ
の
よ

う
な
機
会
が
到
来
し
た
と
き
は

是
非
市
民
各
位
の
理
解
あ
る
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
場
合
で
も
議
会
と
し

て
は
税
だ
け
に
頼
ら
ず
、
国
庫

補
助
の
獲
得
、
又
は
工
場
誘
致

等
に
大
い
に
努
力
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

既
に
誘
致
完
了
し
た
農
林
事

務
所
に
つ
い
て
も
市
と
議
会
が

相
当
力
こ
ぶ
を
入
れ
て
誘
致
運

動
の
結
果
よ
う
や
く
そ
の
実
現

を
見
た
訳
で
あ
り
ま
し
て
、
日

園
都
市
の
面
日
も
立
ち
、
今
後

こ
の
農
林
事
務
所
に
も
期
待
を

か
け
る
と
共
に
、
筑
後
市
の
振

興
に
全
生
命
を
か
け
て
遇
進
し

た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。

年
頭
に
当
り
、
市
民
の
皆
様

に
御
喜
び
申
し
上
げ
る
と
共
に

覚
悟
新
た
に
市
政
の
抱
負
を
中

し
上
げ
て
年
頭
の
言
葉
と
致
し

ま
す
。

浴
火
弾
を
常
備

し

ま

し

よ

９ヽ

火
災
は
最
初
の
一
分
間
と
申

し
ま
す
。
皆
さ
ん
方
は
御
家
庭

並
に
仕
事
場
に
お
い
て
も
火
の

始
末
に
つ
い
て
は
充
分
御
注
意

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す

十
二
月
か
ら

一
、
二
月
は
、　
一

年
中
で
最
も
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
季
節
で
す
。

火
災
の
撰
滅
に
皆
様
方
の
心

か
，

の
御
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

ま
た
防
火
施
設
の
一
環
と
し

て
消
火
弾
の
常
俯
方
を
お
奨
め

致
し
ま
す
。

こ
の
消
火
弾
は
威
力
は
実
に

偉
大
な
も
の
で
、
現
に
市
内
和

泉
中
区
の
出
火
に
際
し
て
は
、

そ
の
真
価
を
充
分
に
発
揮
し
、

最
少
限
度
に
被
害
を
食
い
止
め

た
こ
と
に
よ
つ
て
証
明
出
来
ま

す
「最

初
の
防
ぎ
に
、
皆
様
方
の

家
庭
又
は
仕
事
場
に
必
ず
常
備

致
し
ま
し
よ
う
。

な
お
、
使
用
法
、
現
品
、
そ

の
他
詳
細
な
事
等
に
つ
い
て
は

市
浩
防
団
に
御
問
合
せ
下
さ
い

Ｔ
廣
川
合
併
と

国
民
健
康
保
険

昭
和
三
十
年
十
二
月

一
日
旧

下
広
川
村
の
一
部
合
併
に
と
も

な
い
同
日
付
を
も
つ
て
自
動
的

に
市
の
国
民
健
康
保
険
条
例
に

基
い
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
被
保
険
者
世

帯
数

一
四
七
世
稽
、
被
保
険
者

数
六
九
九
人
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
加
え
れ
ば
市
の
被
保
院
者

世
帯
数
は
五
、　
一
五
三
世
帯
、

被
保
険
者
数
は
二
六
、
五
六
六

人
と
な
り
ま
す
。

※
お
願
い

転
入
、
転
出

（行
政
区
長
の

移
動
証
明
書
）
出
生

（助
産
帰

の
出
産
証
明
書
）
死
亡

（本
庁

及
び
各
支
所
の
発
行
す
る
死
亡

証
明
書
）
他
の
社
会
保
険
加
入

及
び
喪
失

（保
険
証
等
そ
の
こ

と
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類
）

等
の
場
合
は
事
実
の
発
生
し
た

日
よ
り
十
日
以
内
に
市
の
国
民

健
康
保
険
の
受
診
証
、
印
鑑
及

び

（　
　
）
内
の
書
類
持
参
の

上
市
役
所
保
険
課
へ
必
ず
届
出

下
さ
い
。

小
学
校
に

電

話

新

設

市
内
の
小
学
校
に
は
、
ま
だ

電
話
設
備
の
な
い
小
学
校
が
四

校
あ
り
教
育
及
び
文
化
の
向
上

に
支
障
を
来
す
ば
か
り
で
な
く

市
役
所
、
教
育
委
員
会
な
ど
と

の
連
絡
も
思
う
よ
う
に
は
か
ど

ら
ず
、
数
年
前
か
ら
こ
れ
が
設

置
を
要
望
し
て
い
た
が
、
こ
の

ほ
ど
許
可
に
な
り
十
二
月

一
日

よ
り
開
通
致
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
市
内
小
￥
校
の
電
話
蜂
は
全

く
解
浴
さ
れ
た
わ
け
。

水
田
小
学
校
　
　
一本
一
五
番

古
島
小
学
校
　
　
一ハ
〓
ハ
番

二
川
小
学
校
　
　
エハ
一
七
番

下
妻
小
学
校
　
　
一ハ
一
八
番

筑
後
市
物
産
展
示
奮

が
開
か
れ
ま
す

一
月
二
十
五
日
の
水
日
天
満

宮
例
祭
を
祝
し
て
行
わ
れ
る
水

田
中
学
校
文
化
祭
と
同
時
に
筑

後
市
物
産
展
が
開
か
れ
ま
す
。

筑
後
市
物
産
の
か
ず
か
ず
を
あ

つ
め
て
展
示
を
し

一
般
の
認
識

を
深
め
、
又
販
路
の
拡
張
を
図

る
も
の
で
、
絶
好
の
機
会
で
す

か
ら
挙
つ
て
御
参
観
下
さ
い
。

出
品
等
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
市
役
所
商
工
観
光
課
、
又

は
、
市
商
工
会
え
お
訊
ね
下
さ

(野問口議長)

い

一）
，

去

写具論明

上 機上より見た筑後市

下 新  市  庁  舎

斃 展 示 会
1月 25.26日
水 田:中 学 校

き

ろこ

と

と
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本
年
は
、
例
年
に
な
い
大
豊

作
を
見
ま
し
た
、
そ
の
た
め
、

折
角
軌
道
に
乗
り
か
か
つ
た
粉

食
の
奨
励
も

一
頓
座
を
来
し
、

ま
た
、
米
食

一
辺
倒
に
、
逆
戻

り
す
な
の
で
は
な
い
か
と
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
食

生
活
は
米
食

一
辺
倒
に
、
長
い

時
代
を
経
て
来
た
も
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、　
一
朝
夕
に
し
て
こ

れ
を
粉
食
に
切
塔
え
る
こ
と
は

困
難
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
米
食

と
粉
食
の
利
点
を
比
較
検
討
し

ま
す
と
、
米
食
は
、
次
の
よ
う

な
短
所
が
あ
り
ま
す
。

１
、
私
達
の
血
や
周
に
な
る
動

物
性

「
蛋
自
質
」
の
不
足
。

２
、
体
温
や
、
体
力
の
も
と
に

な
る
脂
防
分
の
不
足
。

３
、
歯
や
骨
を
作
り
、
神
経
質

を
和
げ
る

「
カ
ル
シ
ユ
ー
ム

」
の
不
足
。

八
女
保
健
所
主
催
、
西
日
本
新

聞
社
筑
後
通
信
部
、筑
後
市
、公

民
舘
、
並
び
に
関
係
業
者
後
援

の

「
牛
乳
と
粉
食
調
理
コ
ン
ク

ー
ル
」
は
、十
二
月
十
二
、十
三

日
の
二
日
間
に
重
り
、
羽
犬
塚

中
￥
校
講
堂
で
開
き
、
市
内
開

係
業
者
に
よ
る
特
別
出
品
の
外

一
日

一
食

は

ず
粉
食

移
Ｈ

４
、
自
米
を
取
り
す
ざ
る
の
で

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ
の
不
足
に
よ

つ
て
脚
気
に
な
り
や
す
い
。

▲
そ
の
点
粉
食
で
は
、

米
食
に
比
較
し
て
栄
養
的
で

す
。

例
え
ば
、
小
麦
粉
を
自
米
と

較
べ
て
見
ま
す
と
、
熱
量
、
蛋

自
質
、
脂
防
、
無
機
質
、
ビ
タ

ミ
ン
何
れ
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
食
粉
は
牛
乳
、
バ

タ
ー
も
肉
類
、
や
さ
い
、果
物
等

婦
人
会
、　
一
般
よ
り

一
六
〇
種

の
出
品

（
一
食
二
〇
円
）
が
あ

り
、
保
健
所
長
、
保
健
所
担
当

職
員
、
栄
養
士
会
員
等
の
審
査

に
よ
つ
て
次
の
と
お
り
入
賞
者

が
決
定
、
入
賞
者
に
は
、
上
木

所
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
盛
会
で
あ
つ

と
組
合
せ
の
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
釣
合
の
と
れ
た
食

生
活
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▲
消
化
の
点
…
…
米
食
に
比

べ
て
粉
食
の
方
が
ず
つ
と
よ

く
、
幼
児
や
老
人
に
も
適
し
て

い
ま
す
。
又
沙
食
を
織
込
む
こ

と
に
よ
つ
て
献
立
に
変
化
を
あ

た
え
、
楽
し
い
食
生
活
を
励
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲
下
記
の
成
分
比
較
表
で
も
、

お
わ
か
り
と
思
い
ま
す
が
、
カ

ロ
リ
ー
、
蛋
自
質
、

くヽ
ネ
ラ
ル

は
自
米
よ
り
、
小
麦
粉
に
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
合
理
的
な
、
食
生

活
改
善
の
た
め
に
は
、
私
た
ち

は
「健
康
は
粉
食
か
ら
」を
目
標

に
し
、
も
つ
と
も
つ
と
日
常
の

輸
・立
・及
・び
。調
。理
・の
中
に
利
用
し

ぜ
ひ
一
日
一
食
は
、
粉
食
に
い

た
し
ま
し
よ
う
。

▲ 成 分 比 較 表″
　
　
蔵
数
　
婦
　
人
　
会

″
　
　
羽
犬
塚
上
町

米
村
マ
ツ
ヱ

″
　
　
水
田
校
区
　
婦
人
会

彦
　
　
久
富

　

辻
　
ア
キ

″
　
　
徳
久
　
　
隈
す
み
え

″
　
　
羽
犬
塚
　
伊
佐
あ
さ
の

″
　
　
和
泉
東
　
婦
　
人
　
会

″
　
　
中
央
区
　
日
中
　
ハ
マ

″
　
　
和
泉
西
　
後
藤
よ
え
子

完
成
の
日
近
き

市
薦
舎
と

市
立
病
院

昭
和
二
十
九
年
四
月
、
合
併

に
よ
り
市
制
施
行
し
た
頻
後
市

の
一
番
問
題
と
な
つ
た
新
市
庁

舎
は
、
昨
年
十
月
起
工
式
に
よ

り
そ
の
后
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
新
市
庁
舎
は
最
も

近
代
的
建
築
で
大
阪
の
日
建
設

計
の
手
に
よ
り
設
計
図
が
完
成

し

一
階
一一七
一ハ
、
八
三
坪
、
二
階

一
六
五
、
二
九
坪
塔
屋
三
、
八

坪
で
本
舘
の
延
坪
は
四
四
六
、

〇
二
坪
、
そ
れ
に
附
属
建
物
六

一
、
〓
三

坪
、
と
バ
ル
コ

一
ｉ

ビ
ロ
カ
イ
、
自
転
車
置
場
等

一

〇
〇
、
五
三
坪
が
含
ま
れ
総
延

坪
六
〇
七
、
八
八
坪
と
い
う
陛

進
筑
後
市
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物

で
あ
り
ま
す
。
暖
房
装
置
、
水

洗
便
所
と
附
帯
設
備
の
完
捕
し

た
市
庁
舎
は
工
費
三
千
百
七
十

万
円
で
建
築
技
術
の
粋
を
集
め

た
戸
田
組
の
工
事
に
よ
つ
て
着

々
と
運
び
、
初
夏
五
月
に
は
完

成
す
る
予
定
で
す
。
待
望
の
新

市
庁
舎
が
お
目
見
得
す
る
の
も

あ
と
四
ケ
月
余
り
で
す
。

市
庁
舎
起
工
式
に

一
ケ
月
遅

れ
て
始
め
ら
れ
た
市
立
病
院
建

築
も
花
宗
川
吟
日
本
酒
類
工
場

西
側
に
八
女
建
設
歓
後
支
部
の

手
に
よ
つ
て
二
月
竣
工
を
目
指

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
病
院
は
、　
一
階

一
二
五
、

〇
五
坪
、
二
階
六
〇
、
四
三
坪

病
棟
七
七
、
七
坪
の
計
二
七
四

、

一
八
坪
で
工
事
費
六
百
三
十

九
万
四
千
九
百
円
。
二
十
七
病

床
の
設
備
を
有
し
、
婦
人
科
も

新
設
さ
れ
、
最
も
進
歩
し
た
医

学
に
よ
り
経
営
さ
れ
る
計
画
で

す
か
ら
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

御
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

課
課

務
政

統
農

２

課
碗
係
は
、
市

税
の
徴
税
令
書

を
出
す
ま
で
の

事
務
、
つ
ま
り

市
民
税
課
税
の

基
礎
と
な
る
、

所
得
金
額
を
調

べ
た
り
、
固
定

資
産

（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資

産
）
の
評
価
を

し
た
り
、
又
、

異
議
の
申
出
が

あ
れ
ば
再
調
査

決
定
な
ど
の
仕
事
で
す
。

税
金
が
公
平
に
課
さ
れ

一
件

の
脱
税
も
な
く
笑
顔
で
納
税
が

で
き
る
よ
う
係
で
は
努
力
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
所
有
さ
れ
て
い
る

土
地
、
家
屋
の
台
帳
も
完
備
し

て
常
に
異
動
の
状
況
を
明
ら
か

に
し
、
い
つ
で
も
閲
ら
ん
の
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

自
転
車
、
荷
車
の
標
識

（鑑
札

）
を
受
け
る
と
き
、
又
は
廃
車

売
買
な
ど
の
手
続
も
こ
の
係
で

行
い
ま
す
。

税
金
の
納
付
書
は
、
納
期
日

の
約
十
日
前
ま
で
に
は
行
政
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
渡
し
て
お
り

ま
す
が
、
金
額
に
間
違
い
が
あ

つ
た
り
、
不
審
な
点
が
あ
つ
た

り
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
こ
の

係
に
お
出
で
に
な
つ
て
お
尋
ね

下
さ
い
。
だ
ま
つ
て
納
め
ず
に

お
け
ば
、
滞
納
の
取
扱
を
さ
れ

、
又
、
更
正
の
手
続
も
さ
れ
な

い
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
す
の

で
、
係
で
は
、
な
る
べ
く
早
く

お
出
で
に
な
る
こ
と
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

新
年
度
に
は
入
り
、
又
、
税

務
関
係
の
い
ろ
い
ろ
な
申
告
が

あ
り
ま
す
。
申
告
書
は
良
心
的

に
事
実
を
記
載
し
指
定
さ
れ
た

期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。
分

ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
遠
慮
な
く

お
問
合
せ
下
さ
い
。

徴
攻
係
　
課
税
さ
れ
た
税
金
を

円
滑
に
市
の
金
庫
に
納
付
す
る

ま
で
の
仕
事
で
す
。
納
期
内
完

納
を
第

一
の
念
願
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
な
に
か
の
都
合
で
未

納
に
な
れ
ば
督
促
状
が
発
送
さ

れ
そ
し
て
徴
収
員
が
廻
る
な
ど

非
常
な

苦
心
を
し
て

お
り
ま

す
。
又
納
税
成
績
に
よ
つ
て
、

報
償
金
の
計
算
も
さ
れ
ま
す
。

完
納
に
ど
う
ぞ
御
協
力
下
さ

い
。

庶
務
係
　
納
税
証
明
、
資
産
証

明
及
び
課
内
の
文
書
整
理
、
税

収
入
状
況
の
把
握
な
ど
税
務
事

務
が
円
滑
に
行
は
れ
る
よ
う
綜

合
的
な
企
画
を
す
る
係
で
す
。

又
、
納
め
す
ぎ
た
税
金
の
払

戻
し
の
手
続
も
こ
の
係
で
行
つ

て
お
り
ま
す
。

税
務
課
職
員
名

課
　
　
長
　
田
中
　
政
雄

課
長
補
佐
　
横
溝
　
貞
二

課
税
係
長
　
平
日
　
　
集

久
保
田
達
也

行
政
Ｅ
長
に

バ

ツ

チ

行
政
区
長
さ
ん
の
身
分
を

は
つ
き
り
し
、
市
行
政
事

務
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た

め
、
行
政
区
長
さ
ん
に
も

バ
ツ
チ
が
つ
け
ら
れ
ム
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
バ
ツ
チ
は
、
貸
与
す

る
も
の
で
、
区
長
を
辞
任

さ
れ
る
と
き
は
、
返
納
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す

バ
ツ
チ
の
型
は
、
市
章
の

中
に

「
区
長
」
と
記
入
し

て
あ
り
ま
す
。

大
塚
　
勝
利

中
村
　
真

一

古
賀
　
　
修

下
川
　
澄
恵

山
口
　
正
則

徴
収
係
長
　
馬
場
　
恵
吉

野
口
　
正
三

佐
藤
　
政
薩

猪
口
　
道
秋

横
藩
　
慶
記

下
川
　
憲
男

江
崎
　
仁
淳

城
後
奈
津
美

庶
務
係
長
　
補
佐
兼
務

山
口
　
静
子

橋
本
　
和
坦

Ｏ
農

政

課

農
政
課
は
、
昨
年
十
月
の
機

構
改
革
に
よ
り
、
従
来
の
農
政

課
と
、
農
地
課
を
統
合
し
た
も

の
で
農
政
係
と
農
地
係
よ
り
な

つ
て
い
ま
す
。

農
政
係
　
は
農
産
物
の
生
産
指

導
、
病
虫
害
の
予
防
、
駆
除
、

畜
産
、
獣
疫
、
獣
医
師
及
び
装

蹄
師
と
の
関
係
、
食
糧
生
産
計

画
及
び
政
府
買
入
れ
に
関
す
る

こ
と
、
農
事
に
関
す
る
共
進
会

品
評
会
及
び
競
技
会
な
ど
農
業

全
般
の
こ
と
に
つ
い
て
行
つ
て

お
り
ま
す
。
又
農
政
区
長
そ
の

他
農
業
諸
団
体
と
の
連
絡
な
ど

も
こ
の
係
で
緊
密
に
行
つ
て
お

り
ま
す
。
最
近
非
常
に
多
く
な

つ
た
空
気
銃
の
登
録
申
請
手
続

も
前
号
で
述
べ
た
と
お
り
こ
の

係
で
行
つ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
三
十
年
産
米
の
米
の
予

約
買
付
制
度
も
予
期
以
上
の
成

績
を
み
て
係
で
は
農
家
の
皆
さ

ん
の
御
協
力
に
厚
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

農
地
係
　
は
農
地
法
に
基
ず

く
農
地
関
係
全
般
の
事
務
を
行

つ
て
お
り
ま
す
。
主
な
る
事
務

内
容
を
あ
げ
て
み
る
と
、

農
地
調
整
に
関
す
る
こ
と
、

農
道
に
関
す
る
こ
と
、
入
植

増
反
、
開
拓
に
関
す
る
こ
と
、

小
作
調
停
、
交
換
分
合
及
び
こ

れ
に
伴
ヶ
土
地
改
良
な
ど
、
農

地
の
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
現
在
市
に
は
三
つ
の
農
業

委
員
会
が
あ
り
委
員
の
方
々
の

日
頃
の
努
力
に
よ
り
農
業
経
営

が
ま
す
ま
す
合
理
化
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
は
、
日
園
都
市
と
し

一
等
に
上
原
々
婦
人
０
第
三
組

牛
乳
と
粉
食
調
理

コ
ン
ク
ー
ル
絡
る

た
。

入
賞
者

（
一
般
の
部
）

一
等
　
上
原
々
婦
大
会
第
二
組

二
等
　
古
島
　
婦
人
会
東
組

″
　
　
二
本
松
婦
人
会

（樋
ロ
ナ
フ
）

二
等
　
水
田
　
水
田
ナ
ミ
ユ

″
　
　
折
地
婦
人
会
第
五
組

″
　
　
水
田
校
区
婦
人
会

″
　
　
古
島
　
下
川
テ
ツ
ヱ

″
　
　
徳
久
　
井
上
　
正
子

佳
作
　
一
一本
松
　
婦
大
会

″
　
　
水
田
校
区
婦
人
会

″
　
　
玄
ケ
野
　
坂
梨
美
和
子

″
　
　
折
地
　
婦
　
大
　
会

″
　
　
船
小
屋
　
野
瀬
み
よ
し

″
　
　
長
浜
　
婦
　
大
　
会

″
　
　
水
田
四
Ｈ
ク
ラ
ブ

宮
安
　
武
子

″
　
　
羽
犬
琢
下
町

は単
円
ロ
マ
サ
ヱ

″
　
　
薦
口
　
原
　
　
ち
ま

本 ビタミン比較

各 課 案 内
前
号
に
つ
づ
い
て
、
今
月
は

税
務
課
と
農
政
課
を
案
内
し
ま

す
。

①

続

務

課

は

み
な
さ
ん
よ

く
御
承
知
の
市
税

（市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
電
気
ガ
ス
税
、

た
ば
こ
消
費
税
、
水
利
地
益
税

入
湯
税
）
等
を
課
税
し
、
徴
収

す
る
仕
事
が
主
な
る
事
務
で
す

が
、
そ
の
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
の

事
務
を
行
つ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
税
務
課
の
仕
事
は
、
皆

さ
ん
と
直
接
に
、
密
接
な
関
係

が
あ
る
仕
事
で
す
が
、
又
、
市

の
財
政
上
煮
要
な
税
収
入
を
確

保
す
る
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。

税
務
課
に
は
、
次
の
よ
う
に

二
つ
の
係
に
分
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
係
別
に
主
な
る
事
務
内

容
を
あ
げ
て
み
る
と
、
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住 島 木 寺 田 園 田

籠善守伝晃肇優

自 米

灰 分
,レ Eフ

燐 鉄

小麦粉 12.】 0

カ ロ

ウ ム

引引 仏0呵 引 ∝望‖∝Ш
小麦粉

白 米

Bl B2

て
全
く
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

昨
年
末
水
田
地
区
に
お
け
る
交

換
分
合
及
び
土
地
改
良
事
業
の

竣
正
式
が
予
期
以
上
の
成
績
を

も
つ
て
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
も
こ

の
事
務
に
た
づ
さ
わ
る
関
係
職

員
そ
の
他
の
方
々
の
努
力
の
賜

と
云
え
ま
し
よ
う
。

農
政
課
職
員
名

課
　
　
長
　
鹿
毛
　
　
浩

課
長
補
佐
　
大
石
喜
代
次

農
政
係
長
　
日
島
　
義
介

永
野

　

浩

坂
田
　
幸
孝

吉
田
　
一死
亮

田
島
　
綾
子

農
地
係
長
　
平
田
　
照
雄

高
巣

松
雄

水
田
　
重
実

光
安
　
繁
三

近
藤
　
重
昭

山
口
　
和
利

宮
永
　
体
文

小
芝
　
貞
子

次
号
は
、
商
工
観
光
課
と
保
険

課
を
案
内
し
ま
す
。

香

典

返

し

中
折
地
行
政
区
長
太
田
黒

一

氏
は
、
奥
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て

一
、
金
五
千
円
也
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
あ
て
寄
附
さ
れ

，ま
し
た
、

編

集

後
記

※
　
昭
和
三
十

一
年
の
新
春
を

迎
え
、
皆
様
と
と
も
に
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

「市
政
だ
よ
り
」
も
二

年
目
を
迎
え
第
九
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
、
新
し
い
気
持
を

も
つ
て
進
み
た
い
も
の
で
す

今
年
は
猿
年
す
べ
て
の
不
平

不
満
を
さ
る
、
無
駄
な
生
活

を
さ
る
、
そ
し
て
今
年

一
年

の
計
を
た
て
、
希
望
を
も
つ

て
進
み
ま
し
よ
う
。

※
　
一
月
号
発
行
が
お
く
れ
た

こ
と
を
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す
。
来
月
よ
り
平
常
ど
お
り

発
行
敦
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

一
家
そ
ろ
つ
て
読
ん
で
下
さ


